
奨
学
金
と
私
の
人
生
の
転
換

幸
い
、
大
学
一
年
生
の
間
に
借
金
を
完
済
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
、
二
年
生
に
な
っ

て
か
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
勉
強
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
年
度
の
平
均
成
績
は
、
学
年

上
位
六
位
以
内
に
入
っ
た
こ
と
か
ら
、
専
修
大

学
第
一
種
Ｂ
奨
学
生（
一
年
間
の
授
業
料
免
除
）

お
よ
び
第
三
種
Ａ
奨
学
生（
毎
月
の
奨
学
金
一

万
円
）に
選
ば
れ
た
。
ま
た
、
大
学
の
推
薦
で

国
際
文
化
教
育
交
流
財
団（
石
坂
財
団
）の
奨
学

生
に
応
募
し
、
運
よ
く
書
類
審
査
を
パ
ス
し
て

石
坂
財
団
の
奨
学
生
に
も
採
用
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
家
賃
が
二
万
円
と
安
く
、
三
年
間
住
む
こ

と
が
で
き
る
神
奈
川
県
国
際
学
生
会
館
の
厳
し

い
書
類
審
査
と
面
接
に
も
合
格
し
、
そ
こ
の
寮

生
に
な
っ
た
。

三
年
生
に
な
っ
て
か
ら
、
石
坂
財
団
か
ら
の

奨
学
金
の
お
陰
で
、
飲
食
店
の
ア
ル
バ
イ
ト
を

や
め
て
、
公
民
館
の
市
民
サ
ー
ク
ル
の
中
国
語

講
師
だ
け
に
し
た
の
で
、
以
前
よ
り
勉
強
す
る

時
間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
国
際

学
生
会
館
に
お
け
る
学
生
同
士
の
交
流
は
友
好

的
で
、
館
長
や
職
員
も
穏
や
か
な
方
で
か
つ
会

館
の
周
辺
も
静
か
な
の
で
、
勉
強
に
と
て
も
適

し
た
環
境
で
あ
っ
た
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
、

経
済
的
の
み
な
ら
ず
、
精
神
的
に
も
ゆ
と
り
が

出
て
き
て
、
以
前
よ
り
落
ち
着
い
た
気
分
で
勉

強
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
の

学
習
成
果
に
表
れ
た
。
学
部
三
年
目
の
勉
強
を

終
わ
っ
た
と
き
に
、
卒
業
に
必
要
な
一
般
教
養

お
よ
び
専
門
科
目
の
単
位
を
修
得
し
、
残
り
は

演
習
科
目（
ゼ
ミ
）お
よ
び
卒
業
論
文
だ
け
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
四
年
生
に
入
っ
て
か

ら
大
学
院
受
験
勉
強
の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

他
方
、
大
学
院
進
学
に
つ
い
て
ゼ
ミ
の
指
導

教
授
、
宮
本
光
晴
先
生
と
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「
金
融
を
勉
強
し
た
い
な
ら
一
橋
大
学
が
い
い
」

と
強
く
す
す
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
、
自
分
も
ず

っ
と
一
橋
大
学
の
雰
囲
気
が
気
に
入
っ
て
い
た

の
で
、
大
学
院
進
学
の
第
一
志
望
校
に
し
た
。

ま
た
、
万
一
に
備
え
て
他
大
学
も
出
願
す
る
こ

と
に
し
た
。
宮
本
先
生
に
は
専
門
科
目
の
指
導

の
み
な
ら
ず
、
大
学
院
進
学
の
研
究
計
画
書
の

添
削
な
ど
も
し
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
四

年
生
に
な
っ
て
か
ら
宮
本
先
生
自
ら
「
ゼ
ミ
を

休
ん
で
も
い
い
」
と
い
わ
れ
た
の
で
、
大
学
院

受
験
勉
強
に
よ
り
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

大
学
院
受
験
の
結
果
、
ま
ず
、
一
九
九
四
年

の
後
半
に
他
の
国
立
大
学
大
学
院
に
合
格
し
た
。

そ
の
翌
年
一
月
に
落
ち
着
い
た
気
分
で
一
橋
大

学
大
学
院
の
入
試
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
無

事
に
合
格
で
き
た
。

一
九
九
五
年
四
月
に
一
橋
大
学
大
学
院
に
入

っ
て
か
ら
は
、
ず
っ
と
寺
西
重
郎
先
生
の
も
と

で
学
ん
だ
。
寺
西
先
生
か
ら
厳
し
い
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
を
い
た
だ
い
た
お
陰
で
、
一
橋
大
学
で

勉
強
す
る
間
に
日
本
経
済
学
会
な
ど
で
学
術

論
文
を
数
回
発
表
し
、
二
本
の
査
読
論
文
も
公

表
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
三
年
一
月
に
専
修

大
学
か
ら
専
任
講
師
の
内
定
を
も
ら
う
と
と
も

に
博
士
学
位
論
文
も
完
成
し
た
。
同
年
四
月
に

博
士
号
を
持
っ
て
専
修
大
学
経
営
学
部
に
赴
任

し
た
。

振
り
返
れ
ば
、
石
坂
財
団
の
奨
学
金
の
お
陰

で
大
学
院
受
験
勉
強
の
時
間
が
確
保
で
き
、
そ

れ
が
私
の
人
生
の
転
換
期
に
非
常
に
役
立
っ
た
。

い
ま
は
、
大
学
院
で
身
に
付
け
た
ス
キ
ル
や
専

門
的
知
識
を
活
か
し
て
中
国
の
民
営
企
業
な
ど

の
研
究
や
大
学
の
教
育
に
努
め
て
い
る
。

翔べ！ 世界へ 奨学生体験記
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人
生
初
め
て
の
苦
渋
の
選
択

複
雑
な
日
本
留
学
の
手
続
き
を
終
え
て
か
ら

一
年
以
上
待
ち
、
一
九
八
九
年
九
月
末
に
や
っ

と
就
学
ビ
ザ
を
取
得
し
、
十
月
に
来
日
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
当
初
、
日
本
留
学
の
目
的
は
、

地
理
的
に
近
い
世
界
第
二
の
経
済
大
国
で
経
済

学
の
博
士
号
を
取
る
と
い
う
夢
を
叶
え
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
日
本
の
就
学
ビ

ザ
に
は
二
年
間
と
い
う
期
限
が
つ
い
て
い
た
の

で
、
来
日
し
て
二
年
以
内
に
大
学
入
試
に
合
格

で
き
な
い
と
帰
国
す
る
し
か
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
日
本
語
学
校
で
半
年
ほ
ど
勉
強
し
て
か
ら
、

万
全
な
大
学
進
学
対
策
を
立
て
る
た
め
に
、
日

本
語
学
校
の
進
学
相
談
担
当
者
と
相
談
し
た
結

果
、
先
に
東
京
都
に
あ
る
私
立
大
学
を
受
験
し
、

大
学
入
学
許
可
を
確
保
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に

志
望
の
国
立
大
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う

対
策
に
決
め
た
。

そ
れ
か
ら
、
一
九
九
〇
年
十
二
月
に
専
修
大

学
経
済
学
部
の
入
試
を
受
け
、
一
カ
月
ほ
ど
し

て
合
否
通
知
書
が
届
い
た
。
そ
の
封
筒
を
開
け

て
「
合
格
」
と
い
う
文
字
を
み
た
瞬
間
に
、
ど

ん
な
に
喜
ん
だ
か
は
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
。

「
よ
か
っ
た
ぞ
、
こ
れ
で
大
学
入
学
許
可
を
確

保
で
き
る
」
と
一
安
心
し
た
。
し
か
し
、
し
ば

ら
く
す
る
と
そ
の
喜
び
は
、
徐
々
に
悲
喜
こ
も

ご
も
の
気
持
ち
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
心
境
の
変
化
は
主
に
当
時
の
自
分
の
経
済

的
状
況
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
共
産
党

地
方
幹
部
で
あ
っ
た
父
親
は
、
文
化
大
革
命
中

に
批
判
さ
れ
左
遷
先
の
農
村
で
病
死
し
た
。
母

親
は
、
ず
っ
と
無
職
で
主
に
政
府
か
ら
の
生
活

保
護
で
生
活
し
て
い
る
の
で
、
私
に
仕
送
り
を

す
る
能
力
が
な
い
。
当
時
自
分
が
ア
ル
バ
イ
ト

で
稼
い
だ
お
金
は
大
学
入
学
手
続
き
期
間（
一

週
間
）に
払
う
べ
き
学
費
の
三
分
の
一
し
か
な

か
っ
た
の
で
、
残
り
は
在
日
の
親
戚
か
ら
借
り

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
受
験
料
を
す

で
に
支
払
っ
た
某
国
立
大
学
の
試
験
日
ま
で
は

あ
と
一
カ
月
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
入
学

手
続
き
の
規
定
に
よ
り
一
度
支
払
っ
た
学
費
は
、

ど
の
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
も
返
済
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
費
を
支
払
わ
な
い
と
、

大
事
な
大
学
入
学
許
可
を
喪
失
し
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
借
金
を
し
て
そ
の
学
費

を
納
め
た
ら
、
そ
の
後
は
早
め
に
返
済
す
る
た

め
、
多
く
の
時
間
を
ア
ル
バ
イ
ト
に
費
や
し
、

受
験
勉
強
の
時
間
が
減
っ
て
し
ま
う
と
と
も
に
、

大
き
な
負
債
を
抱
え
る
債
務
者
と
し
て
自
分
は

難
関
大
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
に
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、

当
時
、
自
分
は
専
大
入
学
許
可
を
放
棄
す
る
勇

気
が
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
志
望
し
た
大

学
に
一
〇
〇
％
受
か
る
自
信
が
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
私
の
人
生
に

お
い
て
は
じ
め
て
苦
渋
の
選
択
に
迫
ら
れ
た
。

三
日
間
悩
ん
だ
揚
げ
句
、
借
金
を
し
て
そ
の
学

費
を
納
め
、
大
学
入
学
式
ま
で
の
二
カ
月
間
は

ア
ル
バ
イ
ト
に
専
念
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の

決
定
に
は
経
済
的
理
由
の
ほ
か
に
、
将
来
い
ず

れ
は
大
学
院
に
進
学
す
る
た
め
、
専
修
大
学
の

四
年
間
で
自
分
の
経
済
力
と
学
力
を
つ
け
て
か

ら
難
関
大
学
を
ね
ら
え
ば
よ
い
と
心
に
決
め
た

こ
と
が
あ
る
。

●
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
は
、
経
団
連
第
二
代
会
長
故
石

坂
泰
三
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
、
一
九
七
六
年
に
設
立
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
世
界
三
一
カ
国
の
大
学
・
大
学
院
へ
一
八
三

名
の
日
本
人
留
学
生
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
世
界
三
七
カ

国
五
二
九
名
の
外
国
人
留
学
生
へ
の
奨
学
金
の
供
与
や
講
演

会
等
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

奨
学
金
と
私
の
人
生

国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
一
九
九
三
年
度
奨
学
生
。
中
国
江
蘇
省

揚
州
市
出
身
。
二
〇
〇
〇
年
三
月
一
橋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

科
博
士
課
程
単
位
修
得
、
二
〇
〇
三
年
三
月
同
大
学
博
士
号（
経

済
学
）取
得
。
四
月
専
修
大
学
に
入
職
。

李

建
平

り

け
ん
ぺ
い

専
修
大
学
経
営
学
部
教
授

経済Trend 702011・1


